
①
㈲
宝
興
産「
中
崎
山
荘
奥
飛

驒
の
湯
」（
食
事
処
、休
憩
室
）

②
医
療
法
人
葵き

鐘し
ょ
う

会か
い「
高
山
ア

ル
プ
ス
ベ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
」

（
診
療
室
、入
院
施
設
）

③
㈱
新し

ん

生せ
い

メ
デ
ィ
カ
ル「
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
し
ん
せ

い
」（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
）

④
ナ
リ
ス
中
日
本
販
売
㈱「
ナ

リ
ス
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
高
山
」（
接
客
ス
ペ
ー
ス

（
開
放
部
）、便
所
）

市
で
は
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
に
配
慮
し
て
整
備
さ
れ
た
施
設

や
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
事
業
所

を「
誰
に
も
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く

り
条
例
」に
基
づ
い
て
認
定
し
て

い
ま
す
。

今
回
ハ
ー
ド
部
門
で
新
た
に
４

事
業
所
を
認
定
し
、認
定
件
数
は

ハ
ー
ド
部
門（
施
設
の
整
備
）で

28
、ソ
フ
ト
部
門（
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
）で
８
の
合
計
36
件
と
な
り
ま

し
た
。
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ニ
バ
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ル
デ
ザ
イ
ン
に
配
慮
し
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４
事
業
所
を
新
た
に
認
定

問
合
先
企
画
課
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《
誰
に
も
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
認
定
制
度
》

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
と
は

障
が
い
の
有
無
、年
齢
、性
別

な
ど
に
関
わ
ら
ず
、さ
ま
ざ
ま
な

人
々
が
利
用
し
や
す
い
よ
う
に
、

あ
ら
か
じ
め
都
市
や
生
活
環
境

を
デ
ザ
イ
ン
す
る
考
え
方
で
す
。

認
定
事
業
者
に
交
付
さ
れ
る

認
定
マ
ー
ク

①②

③④

農水省第20回アメニティコンテストで、にゅ
うかわ糀

こうじ

味
み

噌
そ

研究会（加
か

藤
とう

清
きよ

子
こ

代表）が審査会特
別賞を受賞しました。この賞は、地域の特産物を
活用した起業活動を通じて地域づくりに貢献し
ている優秀な団体に贈られるもので、加藤代表
は「今まで支えてくれた多くの方に感謝。これか
らも若い人に伝統の味を受け継いでいきたい」
と語りました。
同会は、地元の素材で昔ながらのおいしい味
噌を作ろうと昭和58年に創立。会員14人のうち
30代の若い世代も活躍しているほか、現在では
消費者のニーズに応じた味噌の製造にも取り組
んでいます。

味噌を通じて地域に活力
～ふるさとの味を継承～

全国農業会議所の第３回耕作放棄地発生防
止・解消活動表彰で、㈱和

わ

仁
に

農
のう

園
えん

（和
わ

仁
に

松
まつ

男
お

社長）
が農村振興局長賞を受賞しました。同園は、耕作
放棄地を活用したコメづくりや地域ブランド化
を図っているほか、販売ルートの開拓、旅館から
出る生ごみのたい肥化と農園での活用など、取
り組みが幅広く評価されました。和仁社長は「地
域ぐるみの農業経営モデルが高い評価を得られ
て大変光栄」と喜びを語りました。
同社は建設業
のかたわら農業
に参入。今回の
受賞のほか、米・
食味分析鑑定コ
ンクールで３年
連続入賞してい
ます。

耕作放棄地を解消
～優れた農業経営モデル～農

業
分
野
で
栄
え
あ
る
受
賞

今回認定した「ハード部門」の施設 （　）内が認定部分

「チャンスを分かち、未来を拓こう」　６／23～29は男女共同参画週間

農
務
課
　
　
35-
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問
合
先

にゅうかわ
糀
こうじ

味
み

噌
そ

研究会の
みなさん

和仁松男社長㊥と
息子の浩

こう

太
た

郎
ろう

さん㊨


